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【麹町中学校で話題になった主な取組み】

● 定期考査・宿題の廃止
単元テスト・再テスト制

● 固定担任制の廃止
全員担任制（チーム教育）

● 服装・頭髪指導の廃止
生徒・保護者の経営参画

● AI(人工知能)による数学指導
個別最適化・アクティブラーニング



１ 現場から見る学校教育の課題

§１ 当事者意識の欠如

§２ 手段の目的化

２ 解決策（実践と提案）

§３ 最上位目標の合意と当事者意識

§４ 産学融合



現場から見る学校教育の課題



若者の「国や社会に対する意識」

日本財団「18歳意識調査」から 2019.11

当事者意識の欠如

Section 1
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人は与えられることに慣れていく

（サービス産業化した教育）



自律・主体性を失った子どもたち

自己肯定感が低い子どもたち



目的 自律した生徒を
育成する

手段 基礎学力を
身につけさせる

生きる力

知 育徳育 体育

確かな学力豊かな人間性 体力・健康

手段の目的化

Section ２
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手段 つまずいたところを
繰り返させる

目的 自律した生徒を育
成する

目的 基礎学力を
身につけさせる



勉強時間を増やすことが目的に



１ ○

２ ○

３ ○

４ ○

５ ○

６ ○

７ ○

８ ○

９ ○

10      〇

1１ ○

1２ ○

1３ 〇

1４ ○

1５ ○

1６ ○

1７ ○

1８ × → 〇

1９ × → 〇

20       〇

ほとんどの生徒は「×」を飛ばして提出

宿題は自律を失わせる象徴的なもの
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日本の労働生産性が低いのも当然？

指示されたタスクをこなすだけの子ども
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これまでの学校は



1. 何を教えて（カリキュラム）

2. どう教えるか（教え方）

〈これまでは教師の立場から見てきた〉



学力の低下、教育の機会均等の格差を恐れ、
結果として
子どもたちの自律性・主体性の格差を生んでいる

そして、非効率である
生徒を 教員を 学校を疲弊させている

タイムマネジメントの視点からも
時代の変化についていけない

すでに
既存の学びのシステムは限界にきている



22

今後の学校のあるべき姿は



1. 何を学んで（カリキュラム）

2. どう学ぶか （学び方）

〈学習者主体で〉



1. 何を学んで（カリキュラム）

2. どう学ぶか （学び方）

〈学習者主体で〉

ICTテクノロジー



EY JAPANの全面支援
（新日本有限責任監査法人）
アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッド

Qubenaよる数学授業



EY JAPANの全面支援
（新日本有限責任監査法人）
アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッド
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個別最適化

アクティブラーニング
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「画一的な教育」から「多様な教育」へ

多様な子どもたちに
個別最適化した教育を
行うことによって
多様な人材を生む教育に



解決策（実践と提案）



教育の最上位の目標

目標 目標

手段 手段 手段 手段

最上位目標の合意と当事者意識

Section ３



教育の最上位の目標

目標 目標

手段 手段 手段 手段



目標 目標

手段 手段 手段 手段
上位の目標の実現を損ねない
（手段の目的化にならない）

全員が
当事者として

教育の最上位の目標



【学校教育の目的】

人

人

人

人

人

社会
コミュニケーション

人が社会の中でよりよく生きていける

（学校は社会の準備期間）

【個人】

【社会】

よりよい（持続可能な）社会をつくる

（学校は未来の社会の姿）



【OECD Learning Framework 2030】

自律

尊重

創造
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依存する仕組みをやめ
全ての個・組織が当事者として
最上位目標を合意し
それを実現するための手段を
対話を通して
決定できるようにすること

（SDGsの考え方）



【社会の準備期間としての学校】

u 社会で必要な知識・スキルを学ぶ場として
u 民主的な対話を学ぶ場として

u課外活動の場
u生涯学習の場
u地域活性化の場
u憩い・集いの場

l 図書館・体育館・音楽室等を独立運営型へ
l 部活動等を地域型スポーツセンターへ
l 地域の問題を解決する場としての拠点へ
l プロフィットセンター的な役割（雇用創出）へ

小さな学校へ（従来の学校の機能）

未来の学校【社会とシームレスな教育へ】

学校施設を常に社会全体で活用
社会の一部としての学校へ

産学融合

Section ４
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学校を社会の一部として
●社会と融合したカリキュラム
●新たな創造と雇用を生み出す場







人々が集い創造する場所



学校法人堀井学園横浜創英中学・高等学校


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	EY JAPANの全面支援 �（新日本有限責任監査法人）�アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッド
	EY JAPANの全面支援 �（新日本有限責任監査法人）�アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッド
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44

